
【事務事業シート】

1

2

実績値 42 件 実績値 件

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績は、ほぼ想定どおりの成果が出ており、現状を踏まえると７年度以降も、KPIは目標達

成すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 200 千円 決算額 200 千円

目標値 39 件 目標値 41 件

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
200 千円

最終現計

予算額
200 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 件

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 102.4

Ｋ  P  Ｉ

産業教育関係の競技大会、コンクール等の全国大会の入賞件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 愛媛県産業教育振興会補助金 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要
高等学校産業教育の振興に要する経費を補助する。

始期 1966

終期

実績値 36 件 実績値 39 件

目標値 43 件 目標値 45 件

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、７年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは

目標達成すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 200 千円 決算額 200

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
200 千円

最終現計

予算額
200 千円

最終現計

予算額

117.5 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 112.82 ％ 達成率

千円

％ 実績値 4.7 ％

％ 目標値 4.1 ％ 目標値 4.2R  4  年  度 目標値 3.9 ％ 目標値 4

終期

Ｋ  P  Ｉ

定時制通信制課程における全国生活体験発表大会、各種競技全国大会の参加割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

令和６年度　　事後評価シート

当初
事　項 愛媛県高等学校定時制通信制教育振興会補助金 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要
高等学校定時制通信制教育の振興に要する経費を補助する。

始期 1963

実績値 ％ 実績値 ％

％

実績値 3.8 ％ 実績値 4.4



3

4

実績値 78.5 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因
昨年度と同程度の数値であるが、問題の難易が学習意欲に影響したことが要因と考えられる。

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績は、５年度とほぼ同程度の成果が出ており、７年度以降も現状のニーズを踏まえると、

KPIは目標達成すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 930 千円 決算額 972 千円

目標値 78 ％ 目標値 82 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1,297 千円

最終現計

予算額
1,371 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 100.9 ％ 達成率 95.7

Ｋ  P  Ｉ

コンテスト参加を通して、将来の自分のために、理科、数学等を勉強することが重要だと思った生徒の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 高校生おもしろ科学コンテスト事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

数学・理科等に関する科学コンテストを実施することにより、科学的な見方や考え方を

養う教育を実践する。

始期 2014

終期

実績値 75.4 ％ 実績値 78.7 ％

目標値 86 ％ 目標値 90 ％

実績値 2 位 実績値 位

６

年

度

要因分析

要因
バスツアーやSNS広告の拡充を図ることにより、本県の全国募集による県外からの入学者数は順調に増加（R5：88人→

R6：112人→R7：117人）したものの、KPI未達成となった。

総括

見直し方向性 維持

KPIは未達成ではあるものの、全国募集による県外からの入学者数は順調に増加（R5：88人→R6：112人

→R7：117人）しているため、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 15,857 千円 決算額 19,377 千円

目標値 1 位 目標値 1 位

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
19,954 千円

最終現計

予算額
22,692 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 位

ストック

/フロー
フロー 達成率 50 ％ 達成率 50

Ｋ  P  Ｉ

全国募集による入学生徒数の全国順位

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 えひめ高等学校全国募集促進事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

地元の市町と強固な信頼関係を築き上げ、「地域みらい留学」参画費の全額補助、公営

塾や寮の設置等の支援を実現するなど、特に熱意のある「地域みらい留学」参画校の活

動を強力にバックアップし、全国募集活動の強化を図る。

始期 2021

終期

実績値 2 位 実績値 2 位

目標値 1 位 目標値 1 位



5

6

実績値 54.9 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因
授業において、教員主導のものが多く、生徒同士の英語でのやり取りや、パフォーマンステストなどの実施が不十分であっ

たことが要因と考えられる。

総括

見直し方向性 維持

授業時間の半分以上、生徒による言語活動を行った学校の割合は令和６年度のKPIの実績で、54.9%で

あった。令和７年度以降も現状のニーズを踏まえると、執行方法や令和８年度予算の見直しは想定してい

ない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 1,632 千円

目標値 62.5 ％ 目標値 65 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
6,517 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 76.8 ％ 達成率 84.5

Ｋ  P  Ｉ

授業時間の半分以上、生徒による言語活動を行った学校の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 えひめ高等学校英語教育推進事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

研究協議等の実施により、英語授業の改善や英語担当教員の指導力向上を図るととも

に、ディベート・コンテストを通して、生徒の英語によるコミュニケーション能力の向

上を図る。

始期 2024

終期

実績値 46.2 ％ 実績値 48 ％

目標値 67.5 ％ 目標値 70 ％

実績値 53.4 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因
授業中に英語の発話機会を50%以上取り入れている学校の割合が全国平均に達しておらず、高校生の英語での発話に対する

抵抗感が生じたことが要因と考えられる。

総括

見直し方向性 維持

令和６年度からALTを11名増の45名配置しており、引き続きALTとのティームティーチングの回数を増や

し、授業中における言語活動の充実を図っていく。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 142,472 千円 決算額 196,495 千円

目標値 52 ％ 目標値 54 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
157,301 千円

最終現計

予算額
210,410 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 98.46 ％ 達成率 98.9

Ｋ  P  Ｉ

CEFR A2レベル（英検準２級）相当以上の英語力を有する高校３年生の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 外国語指導助手招致事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

国の協力を得て外国語指導助手を招致し、高等学校等における語学指導を行うととも

に、地域レベルでの国際化を促進する。

始期 1987

終期

実績値 49 ％ 実績値 51.2 ％

目標値 56 ％ 目標値 58 ％
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8

実績値 6 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因
５年度と比べて、教育や農業等を通じて地域に貢献するため、地方創生関係以外の大学・学部へ進学することを希望した生

徒が多かったことが、地方創生関係の大学・学部への進学者は１名にとどまった要因と考えられる。

なお、卒業生43名中、大学進学者は16名であり、そのうち、69％の11名が、総合型選抜や学校推薦型選抜において、３年

間の地域探究活動を生かして受験し、合格を果たしたことから、取組の成果は見られると判断できる。

総括
「社会共創科」の設置に伴うカリキュラムの変更により、地域と連携した授業や地域探究活動の時間が増加することから、

地域を知り地域のために行動する意欲向上につなげることができた。ただ、教育や農業などの分野で地方創生に携わりたい

生徒が多くおり、地方創生関係の大学・学部等への進学率が低迷したと考えられる。今後、探究活動を軸にした教育活動が

本格的に実施され、地方創生に関する学びの機会がさらに増加するため、地方創生関係の学部・学科等への進学希望が増加

する見込みである。

見直し方向性

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 5,554 千円 決算額 4,688 千円

目標値 25 ％ 目標値 50 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
5,600 千円

最終現計

予算額
5,600 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 56 ％ 達成率 12

2024

Ｋ  P  Ｉ

三崎高校の地方創生関係の大学・学部等への進学率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 新時代対応高等学校改革推進事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

新設する「社会共創科」において、変化の激しい社会を生き抜く人材及び地域社会とつ

ながる人材の育成を目指して、地域探究活動や教科等横断的な学びを推進し、その取組

みに係る研究を実施する。

始期 2022

終期

実績値 9 ％ 実績値 14 ％

目標値 0 ％ 目標値 0 ％

実績値 100 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPI実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、７年度以降も事業の概要を踏まえると目標達成する

と考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 7,926 千円 決算額 8,564 千円

目標値 100 ％ 目標値 100 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
10,000 千円

最終現計

予算額
10,000 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 100

Ｋ  P  Ｉ

当事業により、原子力・エネルギーについて理解が促進されたと回答する生徒の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 エネルギー教育推進事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

エネルギー教育について特色のある教育活動を実践している学校等に対し、環境整備な

どの支援を行う。

始期 2007

終期

実績値 ％ 実績値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100 ％
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10

６

年

度

要因分析

要因
例年、全国大会の入賞校は、高学力かつプログラミングスキルの高い生徒が多い有名進学校が独占しており、本県高校生の

入賞数の上積みが難しくなってきていることが要因と考えられる。

総括

見直し方向性 維持

【①全国規模のプログラミング等のコンテスト等での入賞件数】

今年度から、プログラミングサマースクール及びコンテストの県大会に国・私立高校の生徒も参加可能と

するなど、県内の全ての高校生が互いを高め合える環境を設定する。

【②与えられた課題に対して プログラムを作成・実行できる生徒の割合】

引き続き、学校に対して、本事業の周知を積極的に行い、多くの生徒が参加できるよう取り組むととも

に、調査時期の検討も行う。

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
48,421 千円

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 47,940 千円 決算額 千円 決算額 千円

実績値 1 件 実績値 2 件 実績値 2 件 実績値 件 実績値 件

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 66.7 ％ 達成率 ％ 達成率 ％

当初
事　項 みらいの学びプログラミング教育推進事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

生徒のプログラミングスキルや学習意欲の更なる向上を図るため、コンテスト等への参加に向

けた支援体制を拡充するとともに、教員向けのセミナーの実施や教育用アプリの新規導入によ

り、指導体制の強化を図り、愛媛の将来を担うデジタル人材育成を一層促進する。

始期 2024

終期

Ｋ  P  Ｉ

①全国規模のプログラミング等のコンテスト等での入賞件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 2 件 目標値 3 件 目標値 4 件 目標値 5 件

実績値 51.6 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因
調査時期に一部の県立高校において、教科「情報」のプログラミングを未習得であったことが要因と考えられる。

総括

見直し方向性 維持

【①全国規模のプログラミング等のコンテスト等での入賞件数】

今年度から、プログラミングサマースクール及びコンテストの県大会に国・私立高校の生徒も参加可能と

するなど、県内の全ての高校生が互いを高め合える環境を設定する。

【②与えられた課題に対して プログラムを作成・実行できる生徒の割合】

引き続き、学校に対して、本事業の周知を積極的に行い、多くの生徒が参加できるよう取り組むととも

に、調査時期の検討も行う。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 47,940 千円

目標値 40 ％ 目標値 60 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
48,421 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 108.8 ％ 達成率 86

Ｋ  P  Ｉ

➁与えられた課題に対して プログラムを作成・実行できる生徒の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 みらいの学びプログラミング教育推進事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

生徒のプログラミングスキルや学習意欲の更なる向上を図るため、コンテスト等への参加に向

けた支援体制を拡充するとともに、教員向けのセミナーの実施や教育用アプリの新規導入によ

り、指導体制の強化を図り、愛媛の将来を担うデジタル人材育成を一層促進する。

始期 2024

終期

実績値 35.4 ％ 実績値 43.5 ％

目標値 80 ％ 目標値 100 ％
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12

実績値 100 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの結果が出ており、引き続き適切な執行を行うことにより目標達成す

ると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 6,920 千円 決算額 7,487 千円

目標値 100 ％ 目標値 100 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
7,744 千円

最終現計

予算額
7,744 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 100

Ｋ  P  Ｉ

【購入予定】理科教育設備の整備率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 理科教育等設備充実費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要
高等学校等の理科教育に関する設備を整備する。

始期 1982

終期

実績値 ％ 実績値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 87.9 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPI実績は、想定からやや上回る成果が出ており、７年度以降も、現在の取組状況を踏まえると目

標達成すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 24,050 千円 決算額 39,590 千円

目標値 86.4 ％ 目標値 87 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
33,271 千円

最終現計

予算額
44,018 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 100.47 ％ 達成率 101

Ｋ  P  Ｉ

県立学校振興計画の実現に向けた取組に対して有意義であると感じている生徒の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 県立学校振興計画推進事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

令和5年3月に策定した県立学校振興計画の具体化に向け、「地域に愛され、誇れる学校

づくり」を着実に推進するため、統合後の学校の在り方を検討するとともに、多彩で魅

力的な選択肢の提供を実現するなど、振興計画の3本柱の実現に向けた取組を実施す

る。

始期 2023

終期

実績値 ％ 実績値 86.4 ％

目標値 88 ％ 目標値 89 ％
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14

実績値 100 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

令和６年度に設定したKPIの基本設計進捗率について、基本設計が完了し目標値である進捗率が100％に

なったことから、令和７年度から令和９年度にかけての目標値を代船建造進捗率100％とする。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 18,802 千円

目標値 100 ％ 目標値 100 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
18,822 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率 100

2027

Ｋ  P  Ｉ

基本設計進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 水産実習船基本設計事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

宇和島水産高校の水産実習船「えひめ丸」について、老朽化による船体の傷みが進行し

ているため、実習の安全性を確保し、船舶職員（海技士）を養成するための役割を果た

せるよう代船を建造する。

始期 2024

終期

実績値 ％ 実績値 ％

目標値 0 ％ 目標値 0 ％

実績値 21.4 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度の目標値を達成しており、維持が適当である。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 29,600 千円 決算額 782,168 千円

目標値 0 ％ 目標値 21.4 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
41,255 千円

最終現計

予算額
1,258,425 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
ストック 達成率 100 ％ 達成率 100

Ｋ  P  Ｉ

県立学校振興計画校の整備完了率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 県立学校振興計画校舎等整備事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

令和5年3月に策定した県立学校振興計画に基づき、新たに設置される学科・コース等に

対応できるよう、計画の実現に向けて、必要な施設・設備の整備を行う。

始期 2023

終期

実績値 ％ 実績値 0 ％

目標値 64.3 ％ 目標値 92.9 ％
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16

実績値 76.7 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、７年度以降も職業学科の専門的教育に対応する機

器を適切に更新することで、KPIは目標値に近い成果が期待できることから、７年度の執行方法や８年度予

算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 96,664 千円 決算額 135,052 千円

目標値 75 ％ 目標値 76 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
96,674 千円

最終現計

予算額
135,059 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率 100.9

Ｋ  P  Ｉ

職業学科からの就職者のうち、関連産業就職者割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 産業教育ＩＣＴ機器整備事業費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

職業学科において実社会で通用するICT技術を習得し、卒業時の技術と就職後に必要な

技術のギャップを低減するため、最新のICT機器を整備する。

始期 2015

終期

実績値 74 ％ 実績値 ％

目標値 77 ％ 目標値 78 ％

実績値 100 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度の KPI の実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、７年度以降も現状の整備方針を踏まえると、

KPI は目標達成すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 31,312 千円

目標値 0 ％ 目標値 100 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
31,684 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 100

Ｋ  P  Ｉ

【購入予定】産業教育教育設備の整備率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 産業教育設備充実費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要
高等学校職業学科の産業教育に関する設備を整備する。

始期 1981

終期

実績値 ％ 実績値 0 ％

目標値 100 ％ 目標値 100 ％
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18

実績値 100 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

※終期延長（R6→R7）　R7目標値　100％

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、７年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは

目標値に近い成果が期待できることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 － 千円 決算額 116,655 千円

目標値 － ％ 目標値 100 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
－ 千円

最終現計

予算額
280,000 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
フロー 達成率 - ％ 達成率 100

R7

Ｋ  P  Ｉ

DXハイスクール指定校におけるICT機器整備進捗率（単年度）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

2月補

正
事　項 デジタル化対応教育設備整備費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

情報、数学等の履修を推進するとともに、ICTを活用した文理横断的な探究的な学びを

強化するため、必要な環境整備を図る。

始期 R5（繰越）

終期

実績値 － ％ 実績値 － ％

目標値 － ％ 目標値 － ％

実績値 75 件 実績値 件

６

年

度

要因分析

要因
令和６年5月に機器の一斉点検を行ったものの、機器の交換を要する障害が授業の支障につながるという件数が増加した。

総括

見直し方向性 維持

機器の経年劣化により故障件数が増加しており、7年度も引き続き目標達成が困難な状況であるが、8年度

に予定している機器の更新により成果の向上が期待できることから、7年度の執行方法や8年度予算の見直

しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 107,130 千円 決算額 118,128 千円

目標値 0 件 目標値 0 件

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
107,300 千円

最終現計

予算額
118,641 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 件

ストック

/フロー
フロー 達成率 0 ％ 達成率 0

Ｋ  P  Ｉ

県立学校ＩＣＴシステムの不具合による授業支障件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 県立学校ＩＣＴ活用教育環境整備費 予算主管課 高校教育課

事　業

概　要

「主体的・対話的で深い学び」を推進し、生徒の情報活用能力を育成するため、全県立

学校にWi-Fi環境を整備する。

始期 2019

終期

実績値 64 件 実績値 57 件

目標値 0 件 目標値 0 件


